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第三次富士市環境基本計画（案）の概要 

1-1 計画策定の経緯 
本市では、2011（平成 23）年 3 月に「第二次富士市環境基本計画（富士市地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）を含む）」（以降、第二次計画という）を策定し、環境行政を推進してきま

した。また、2017（平成 29）年 3 月には、社会情勢の変化に対応するため、第二次計画の第 4

章「市の施策」及び第 5 章「環境配慮指針」を改定しました。 

第二次計画の計画期間が令和 2 年度で終了することから、計画策定以降の社会情勢や環境の変

化、今後生じうる問題などに的確に対応するため、市行政の横断的な取組のほか、市民・事業者・

市など各主体の協働による取組を目指し、「第三次富士市環境基本計画」を策定します。 

1-2 計画の位置づけ 
本計画は、「富士市環

境基本条例」に基づき、

国や県の環境基本計画

と連携するとともに、

「富士市総合計画」を環

境面から実現する、環境

行政の最上位計画に位

置づけられます。 

本計画では、「生物多

様性ふじ戦略」、「富士市

地球温暖化対策実行計

画（区域施策編）」、「富

士・愛鷹山麓地域環境管

理計画」の個別計画を含

む形で策定します。 

1-3 計画の期間 
本計画の期間は、2021（令和 3）年度から 2030（令和 12）年度までの 10 年間とします。 

また、環境問題や社会情勢の変化に応じて、概ね 5 年に一度見直しを行うこととします。 

1-4 取り組む主体と役割 
富士市環境基本条例第 4 条から第 6 条において、環境を守り、育てる主体は「市民」、「事業者」、

「市」であるとしています。本計画では、これら 3 つの主体のそれぞれの役割を明確にするとと

もに、各主体が協働で目標達成に向けて取組を進めるものとします。 

1-5 第二次計画の評価 
第二次計画では、2020（令和 2）年度の目標値を掲げて取組を推進してきました。2018（平

成 30）年度の環境目標全体の達成状況は、「目標達成の見込み」が 53.8％、「目標達成の見込み

が低い」が 38.5％、「目標達成が困難」が 7.7％でした。 

1 計画の基本的事項

富士市環境基本計画 

【環境基本計画に含む計画】 
生物多様性ふじ戦略 

富士市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

富士・愛鷹山麓地域環境管理計画 

富士市総合計画富士市環境基本条例

基本理念を実現

第 8 条

環境分野での実現 

整合

【国や県の環境関連法令・計画】

《環境関連法令》

環境基本法 

生物多様性基本法 

地球温暖化対策の推進に関する法律

気候変動適応法

水循環基本法

静岡県環境基本条例

静岡県地球温暖化防止条例 など 

《環境関連計画》

環境基本計画

生物多様性国家戦略

地球温暖化対策計画

気候変動適応計画

水循環基本計画

静岡県環境基本計画

静岡県地球温暖化対策実行計画 

静岡県の気候変動影響と取組方針 

連携 

【環境分野の計画】

富士市地球温暖化対策実行計画（事務事業編） 

富士市ごみ処理基本計画  

【他分野の計画】 

富士市都市計画マスタープラン 

富士市緑の基本計画 

国土利用計画（富士市計画） など 

整合・連携



本計画では、2050（令和 32）年度を展望した本市の望ましい環境像として、「富士山の恵みを、

みんなで守り、育て、ともに生きるまち」を掲げ、市民・事業者・市の全ての主体へ浸透を図り

ます。 

富士山の恵みをみんなが認識し、地域内での資源や人のつながりを大切にすることで、環境が

守られ、それによって社会や経済も発展をしている「地域循環共生圏」の構築を目指します。 

本計画は「生物多様性ふじ戦略」や「富士・愛鷹山麓地域環境管理計画」などを含む計画とし

て位置付けており、本市に生息・生育する生物、人の暮らしや産業にとっての基盤である「水」

が重要なテーマとなっています。そのため、望ましい環境像を実現するための第一段階として、

「ふじ・水循環共生圏 2030」の構築を掲げ、本計画が 2030（令和 12）年度に向けて目指す将

来像とします。 

●「ふじ・水循環共生圏 2030」                    

2 望ましい環境像

3 目指す将来像

「富士山の恵みを、みんなで守り、育て、ともに生きるまち」

ふじ・水循環共生圏 2030
地下水、湧水、河川、海洋といった豊かな水資源を基盤に発展した本

市は、これらの水循環を将来に渡って維持することで水資源を保全する

とともに私たちの暮らしや産業の発展、生物多様性の保全も同時に実現

するまちを 2030 年に目指す将来像とし、市民・事業者・市が協働で水

に関する取組を実施します。



富士山の恵みを、みんなで守り、育て、ともに生きるまち

4-1 体系図 

4 市の施策

目指す将来像 

（2030 年度） 基本目標 

1 いきものと深くつながり 
めぐみあふれるまち 

2 気候変動に対応し 
脱炭素を目指すまち気候

変動に対応し

3 環境負荷の少ない 
快適に過ごせるまち 

4 資源を有効に活用する 
ごみのない美しいまち 

6 協働の輪を広げ 
環境を考え行動するまち

5 富士・愛鷹山麓からの恵みを
大切にするまち 
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環境目標 

温室効果ガス排出削減量（2013 年度比）
2025 年度 9.5％  
2030 年度 19％

環境基準達成状況
2025 年度 100％ 
2030 年度 100％

ごみの総排出量
2025 年度 73,200t 
2030 年度 70,200t

森林の創造面積
2025 年度 11.3ha 
2030 年度 23.2ha

生物多様性の言葉の認知度
2025 年度 50％ 
2030 年度 70％

複雑多岐にわたる環境問題を解
決するため、市民・事業者・市の
あらゆる主体の協力体制を構築
し、協働で「目指す将来像」の実
現に取り組みます

（生物多様性ふじ戦略）

（富士・愛鷹山麓地域環境管理計画）

望ましい環境像

（2050 年度）

（富士市地球温暖化対策
実行計画（区域施策編））

1-1 多様な生物について知る 

1-2 多様な生物や生態系をまもる

1-3 生物多様性に配慮した社会をつくる

個別分野 

6-1 環境を学び広げる 

6-2 協働の輪を広げる

5-1 富士・愛鷹山麓の環境を継承する 

2-1 再生可能エネルギーをつかう 

2-2 脱炭素を目指して行動する

2-3 地域環境にやさしいまちをつくる

2-4 資源を循環させる

3-1 空気をきれいにする 

3-2 きれいな水を大切にする 

3-3 快適な暮らしを守る

4-1 ごみを減らす 

4-2 ごみを適正に処理する 

4-3 美しいまちにする

主な取組指標 

1-1 市民参加によるいきもの調査報告数

1-2 富士山麓ブナ林創造事業植樹面積

1-3 富士市生物多様性サポーター登録制度登録件数

2-1 市内再生可能エネルギー発電量  

2-2 クールチョイス賛同者数

2-3 歩行者・自転車空間の整備延長 

2-4 ごみの焼却量

3-1 事業場への大気立入検査件数 

3-2 事業場への水質立入検査件数 

3-3 一般地域環境測定地点数（騒音）

4-1 ごみの焼却量（再掲） 

4-2 事業系ごみ搬入検査件数

4-3 チームちょこ美
び

登録者数

5-1 重度開発面積 

6-1 環境学習年間市民参加率（対総人口比）

6-2 環境活動年間市民参加率（対総人口比）

環境施策

具
体
的
な
環
境
施
策

個別分野と SDGs の対応

個別分野に対応する SDGs（持続可能

な開発目標）の 17 のゴールをロゴマ

ークで示しています。



4-2 市の施策     
基本目標 1 いきものと深くつながり めぐみあふれるまち

個別分野 

1-1 多様な生物について知る 1 野生生物の調査

1-2 多様な生物や生態系を 

まもる 

1 重要種・外来種・野生鳥獣への対策 
2 生物多様性に配慮した自然の利用 

3 奥山や里地里山の生態系の保全 

4 田園・湿地の生態系の保全 
5 市街地の生態系の保全・育成 

6 河川・湧水地・海岸・海洋の生態系の保全

1-3 生物多様性に配慮した 
社会をつくる

1 環境への負荷の低減 
2 生物多様性に関する人材育成や啓発

基本目標 2 気候変動に対応し 脱炭素を目指すまち

個別分野 

2-1 再生可能エネルギーを 
つかう 

1 太陽エネルギーの利用促進 

2 廃棄物が持つ未利用エネルギーの有効利用 
3 革新的なエネルギー高度利用技術の普及促進

4 その他再生可能エネルギーの促進

2-2 脱炭素を目指して行動する

1 住宅・建築物の省エネルギー化の推進 
2 低炭素型経営の支援 

3 クールチョイス 22 の普及拡大 

4 環境教育及び啓発活動の推進

2-3 地域環境にやさしい 
まちをつくる 

1 環境にやさしい交通体系の整備 

2 都市緑化の推進 

3 森林の保全・活用

2-4 資源を循環させる 1 ごみ減量化の推進、ごみの適正処理の推進 

基本目標 3 環境負荷の少ない 快適に過ごせるまち

個別分野 

3-1 空気をきれいにする 
1 大気等の監視・調査 
2 交通対策 

3 自動車利用対策

3-2 きれいな水を大切にする 
1 水質の監視・改善 
2 地下水の維持・保全 

3 水とふれあう場や機会の創出

3-3 快適な暮らしを守る  

1 生活・事業所の騒音・振動対策 
2 自動車・鉄道の騒音対策 

3 有害化学物質対策  

4 有害化学物質等への意識向上

基本目標４ 資源を有効に活用する ごみのない美しいまち

個別分野 

4-1 ごみを減らす 1 ごみの減量化の推進

4-2 ごみを適正に処理する 1 ごみの適正処理の推進

4-3 美しいまちにする 1 環境美化の推進

基本目標 5 富士・愛鷹山麓からの恵みを 大切にするまち

個別分野 
5-1 富士・愛鷹山麓の環境を 

継承する
1 富士・愛鷹山麓地域環境管理計画の推進 

基本目標 6 協働の輪を広げ 環境を考え行動するまち

個別分野 

6-1 環境を学び広げる 
1 環境教育及び啓発活動の推進 
2 環境情報の提供

6-2 協働の輪を広げる 

1 パートナーシップによる環境活動の推進 

2 自主的な環境保全活動の支援 
3 幅広い環境問題への取組の推進



5-1 計画の進行管理 
本計画における市の施策を着実に推進するため、環境マネジメントシステムの PDCA サイクル

の考え方に基づき、個々の施策の進捗状況を点検・評価し、定期的に見直しを図っていくことに

より、計画の進行管理を行います。 

5-2 計画の推進体制 
本計画を推進していくためには、市民・事業者・市がそれぞれの役割を果たしつつ、協働によ

る環境活動に取り組んでいくことが重要です。このため、富士市環境審議会などと連携して計画

を推進します。 

また、市の機関相互の調整・連携による取組を実施していくため、富士市環境政策推進委員会

による横断的な体制を継続していきます。 

5 計画の進行管理


